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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

（注）平成21年３月期より連結財務諸表の作成を始めたため、平成21年３月期第３四半期の対前期増減率は記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 36,030 △3.4 2,783 △2.0 2,871 3.9 1,638 5.6
21年3月期第3四半期 37,303 ― 2,838 ― 2,764 ― 1,551 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 69.08 ―

21年3月期第3四半期 64.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 34,234 27,425 80.1 1,155.81
21年3月期 33,157 26,470 79.8 1,115.58

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  27,411百万円 21年3月期  26,457百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
22年3月期 ― 15.00 ―

22年3月期 
（予想）

15.00 30.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,000 △2.4 3,630 5.0 3,710 2.9 2,080 2.9 87.70



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（１）業績予想の記述について 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項については、
４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
（２）金額の表示単位の変更について 
 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりましたが、当第１四半期連結累計期間よ
り百万円単位をもって記載することに変更しております。なお、比較を容易にするため、前連結会計年度についても百万円単位に組替え表示しております。

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 24,257,826株 21年3月期  24,257,826株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  541,924株 21年3月期  541,574株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 23,716,042株 21年3月期第3四半期 24,139,633株



 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部製造業においてはアジアを中心とする海外需要の回復を

受けて、輸出・生産においては持ち直しの動きはあるものの、依然として、企業収益や雇用情勢の悪化、個人消費

の低迷等が続き、当社グループを取り巻く環境は厳しい状況となりました。 

 このような状況のもとで、当社グループは、消費の低迷による需要減少の影響を受けながらも、経営理念である

「お客様のニーズに迅速かつ的確にお応えする」ことを基本に、販売体制及び利益基盤の強化に取り組んでまいり

ました。９月には、従来の直営店舗を花とクラフトを融合した新業態店のeast side tokyoに改装するなど、新た

な取り組みを行ってまいりました。しかしながら、ハロウィン・クリスマスなどイベント関連商品の売上も期待ほ

どではなく、さらに年初より続く販売価格の下落及び消費低迷による販売数量の減少などから、売上においては厳

しい状況が続きました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、連結売上高は360億30百万円（前年同期比3.4％減）となりまし

た。利益面では原材料価格の下落および為替相場の円高による効果などにより、粗利益率が改善いたしましたが、

当第３四半期連結累計期間の利益につきましては、連結営業利益27億83百万円（前年同期比2.0％減）、連結経常

利益28億71百万円（前年同期比3.9％増）、連結純利益16億38百万円（前年同期比5.6％増）となりました。 

  

 事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

〔紙製品事業〕 

 紙袋・包装紙は当社グループの主力商品であり、主に当社オリジナルブランド商品を販売いたしております。

当第３四半期連結累計期間における紙製品事業は、ハロウィン・クリスマスなどイベントへの対応、サイズの

中・小型化への対応などに注力いたしましたが、市場の冷え込みが継続する中、売上金額・販売数量共に減少い

たしました。 

 この結果、紙製品事業の連結売上は前年同期比83百万円減の70億95百万円となり全体の19.7％を占めました。 

〔化成品・包装資材事業〕 

 ポリエチレン袋・ＰＰ袋等の化成品と粘着テープ・食品包材・紐リボン等々一般包装資材は社会ニーズに適合

した環境配慮型商品開発を推進し販売強化を図りました。しかしながら、環境配慮に伴い薄肉化要求が強まり販

売価格が低下いたしました。 

 この結果、化成品・包装資材事業の連結売上は前年同期比９億35百万円減の181億１百万円となり全体の50.3％

を占めました。 

〔店舗用品事業〕 

 事務用品・商店用品・日用雑貨等を含む店舗用品事業は、当社オリジナルブランド商品を含め多岐に亘ってお

ります。「店舗及び事務所で使用するあらゆる物が揃う」を基本コンセプトにした、販売体制の確立をすべく営

業を推進いたしました。 

 当第３四半期連結累計期間はお客様のニーズを満たすべく品揃えに注力いたしましたが、店舗用品事業の連結

売上は前年同期比２億58百万円減の108億19百万円となり全売上の30.0％を占めました。 

  

（１）資産、負債、純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、342億34百万円となり、前連結会計年度末に比べて10億76百万

円増加しました。流動資産は180億72百万円となり、５億69百万円増加しました。主な要因は、売掛債権が11億13

百万円増加しましたが、たな卸資産が７億29百万円減少したことによるものであります。固定資産は161億61百万

円となり、５億７百万円増加しました。主な要因は、ソフトウェアが２億96百万円、保険積立金が２億４百万円等

それぞれ増加したことによるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は68億９百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億22百万

円増加しました。流動負債は48億82百万円となり、２億25百万円増加しました。主な要因は、仕入債務が５億44百

万円増加しましたが、法人税等の納付で未払法人税等が２億76百万円減少したことによるものであります。固定負

債は、19億26百万円となり、１億３百万円減少しました。主な要因は、長期未払金が１億11百万円減少したことに

よるものであります。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産額合計は、274億25百万円となり、９億54百万円増加しました。主

な要因は、利益剰余金が９億27百万円増加したことによるものであります。この結果、自己資本比率は前連結会計

年度末に比べ0.3ポイント上昇し、80.1％となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報



（２）キャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フローは20億７百万円増加しました。これは主に、法人税等の支払いで15億51百

万円の資金の減少がありましたが、税金等調整前四半期純利益で29億37百万円、たな卸資産の減少７億29百万円等

でそれぞれ資金の増加があったことによるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは５億93百万円減少しました。これは主に、定期預金の払戻による収入で

４億89百万円の資金の増加がありましたが、有形固定資産の取得による支出で4億48百万円、無形固定資産の取得

による支出で３億35百万円の資金の減少があったことによるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは７億63百万円減少しました。これは主に、配当金の支払いで７億11百万

円の資金の減少があったことによるものであります。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は70億91百万円となり前連結会計年度末に比べ６

億21百万円増加しました。 

  

 消費の低迷による需要の減少と販売価格の下落傾向が継続する中、10月からの歳末商戦の売上高増加に向け努

力いたしましたが、売上予想を下回る結果に終わりました。これにより、当第３四半期連結累計期間の業績との

進捗を勘案し、平成21年11月４日に公表いたしました平成22年３月期通期の業績予想を以下の通り修正いたしま

す。   

 該当事項はありません。  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。  

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法  

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。  

④ 税金費用の計算 

 当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法人

税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 該当事項はありません。 

３．連結業績予想に関する定性的情報

 平成22年３月期通期連結業績予想値の修正 

  

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭  

前回発表予想（Ａ）        48,411        3,866        3,927        2,200         92.78

今回修正予想（Ｂ）       47,000        3,630        3,710         2,080         87.70

増減額（Ｂ－Ａ）       △1,411       △236        △217        △120        △5.08

増減率（％）        △2.9        △6.1        △5.5        △5.5         △5.5

前期実績       48,176         3,457        3,606         2,022        84.11

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,040 6,807

受取手形及び売掛金 5,826 4,713

有価証券 50 50

商品及び製品 4,212 4,822

原材料及び貯蔵品 455 575

その他 492 539

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 18,072 17,503

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,213 5,279

土地 7,078 7,078

その他（純額） 1,398 1,421

有形固定資産合計 13,690 13,780

無形固定資産   

のれん 102 129

その他 561 280

無形固定資産合計 664 409

投資その他の資産   

その他 1,829 1,485

貸倒引当金 △23 △20

投資その他の資産合計 1,806 1,464

固定資産合計 16,161 15,654

資産合計 34,234 33,157



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,882 2,337

1年内返済予定の長期借入金 3 3

未払法人税等 631 907

賞与引当金 115 275

役員賞与引当金 37 －

その他 1,211 1,131

流動負債合計 4,882 4,656

固定負債   

長期借入金 4 7

退職給付引当金 547 494

役員退職慰労引当金 108 108

その他 1,266 1,420

固定負債合計 1,926 2,030

負債合計 6,809 6,686

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,405 1,405

資本剰余金 1,304 1,304

利益剰余金 31,529 30,602

自己株式 △622 △622

株主資本合計 33,617 32,690

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 69 44

繰延ヘッジ損益 － △2

土地再評価差額金 △6,275 △6,275

評価・換算差額等合計 △6,206 △6,232

少数株主持分 14 13

純資産合計 27,425 26,470

負債純資産合計 34,234 33,157



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 37,303 36,030

売上原価 25,637 23,796

売上総利益 11,666 12,233

販売費及び一般管理費 8,827 9,450

営業利益 2,838 2,783

営業外収益   

受取利息 104 49

受取配当金 1 1

受取賃貸料 65 60

雑収入 90 78

営業外収益合計 262 191

営業外費用   

支払利息 5 0

売上割引 56 53

為替差損 252 28

雑損失 22 20

営業外費用合計 336 102

経常利益 2,764 2,871

特別利益   

保険解約返戻金 － 68

貸倒引当金戻入額 2 1

賞与引当金戻入額 － 1

特別利益合計 2 71

特別損失   

保険解約損 14 －

固定資産除却損 9 5

投資有価証券評価損 1 －

特別損失合計 25 5

税金等調整前四半期純利益 2,741 2,937

法人税等 1,191 1,295

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 4

四半期純利益 1,551 1,638



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,741 2,937

減価償却費 332 454

のれん償却額 26 26

固定資産除却損 9 5

投資有価証券評価損益（△は益） 1 －

保険解約損益（△は益） 14 －

保険解約返戻金 － △68

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 35 53

賞与引当金の増減額（△は減少） △156 △160

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 38 37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6 △0

受取利息及び受取配当金 △105 △51

支払利息 5 0

為替差損益（△は益） 244 28

売上債権の増減額（△は増加） △1,348 △1,113

たな卸資産の増減額（△は増加） △280 729

仕入債務の増減額（△は減少） 398 544

その他 △109 76

小計 1,856 3,504

利息及び配当金の受取額 100 54

利息の支払額 △5 △0

法人税等の支払額 △1,697 △1,551

営業活動によるキャッシュ・フロー 253 2,007

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △101

定期預金の払戻による収入 － 489

有形固定資産の取得による支出 △537 △448

無形固定資産の取得による支出 △9 △335

投資有価証券の取得による支出 △2 △3

関係会社出資金の払込による支出 － △80

貸付けによる支出 △42 －

貸付金の回収による収入 56 7

その他 △191 △121

投資活動によるキャッシュ・フロー △727 △593



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 94 －

長期借入れによる収入 50 －

長期借入金の返済による支出 △67 △2

リース債務の返済による支出 － △48

自己株式の取得による支出 △586 △0

自己株式の売却による収入 0 －

配当金の支払額 △726 △711

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,236 △763

現金及び現金同等物に係る換算差額 △244 △28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,954 621

現金及び現金同等物の期首残高 7,077 6,469

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,122 7,091



 該当事項はありません。 

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、商品の系列の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な商品   

(1)紙製品事業・・・・・・・・紙袋・包装紙・紙器 

(2)化成品・包装資材事業・・・ポリ袋・粘着テープ・その他包装資材 

(3)店舗用品事業・・・・・・・ＰＯＰ用品・文具事務用品・店飾雑貨 

(4)その他事業・・・・・・・・物流 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）  

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）  

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
紙製品事業 
（百万円） 

化成品・包
装資材事業
（百万円）

店舗用品事
業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 7,178  19,036  11,078  9  37,303  －  37,303

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  18  －  694  712  △712  －

計  7,178  19,054  11,078  704  38,016  △712  37,303

営業利益  1,828  1,792  462  91  4,176  △1,337  2,838

  
紙製品事業 
（百万円） 

化成品・包
装資材事業
（百万円）

店舗用品事
業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する売

上高 
 7,095  18,101  10,819  13  36,030  －  36,030

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  10  －  882  893  △893  －

計  7,095  18,112  10,819  896  36,924  △893  36,030

営業利益  1,386  2,343  221  87  4,038  △1,255  2,783

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕



  

 該当事項はありません。 

  該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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